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申
問

申
問

　

障
害
者
が
働
く
施
設
な
ど
へ
の

発
注
額
を
前
年
度
よ
り
増
加
さ
せ

た
企
業
は
、
固
定
資
産（
減
価
償

却
資
産
）
を
割
り
増
し
し
て
償
却

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者
／
青
色
申
告
者
で
あ
る
す

べ
て
の
法
人
と
個
人
事
業
主

適
用
期
間
／
５
年
間
の
時
限
措
置

法
人
…
平
成
20
年
４
月
１
日
～
25

年
３
月
31
日

個
人
事
業
主
…
平
成
21
年
１
月
１

日
～
25
年
12
月
31
日

割
増
償
却
額
／
前
年
度
か
ら
の
発

注
増
加
額（
限
度
額
）

※
詳
し
く
は
、
茨
城
県
共
同
受
発

注
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と　

き
／
３
月
30
日
　

午
後
１

時
30
分
か
ら

と
こ
ろ
／
総
合
福
祉
会
館　

会
議

室（
ウ
ラ
ラ
２　

７
階
）

議　

題
／
バ
リ
ア
フ
リ
ー
特
定
事

業
の
進
捗
状
況
な
ど

傍
聴
者
定
員
／
10
人（
先
着
順
）

傍
聴
手
続
／
当
日
会
場
で
（
午
後

１
時
か
ら
１
時
30
分
ま
で
）

　

都
市
計
画
課（

内
線
２
０
１

６
）

　

不
当
解
雇
や
賃
金
未
払
い
、
労

働
条
件
、
労
災
関
係
な
ど
の
労
働

問
題
の
相
談
を
社
会
保
険
労
務
士

が
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

と　

き
／
３
月
26
日
　

午
前
10

時
～
午
後
３
時

と　

き
／
３
月
11
日
　

午
後
１

時
30
分
か
ら

と
こ
ろ
／
土
浦
小
学
校 

会
議
室

（
１
階
）

議　

題
／
改
築
の
平
面
計
画
等
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て

傍
聴
者
定
員
／
10
人（
先
着
順
）

傍
聴
手
続
／
当
日
会
場
で
（
午
後

１
時
か
ら
１
時
30
分
ま
で
）

　

地
球
環
境
に
優
し
い
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
、
企
業
の
省
エ
ネ
へ
の
取

り
組
み
を
学
べ
ま
す
。

と　

き
／
３
月
25
日

（
午
後
５

時
解
散
予
定
）

集
合
時
間
・
場
所
／
午
前
９
時
・

土
浦
駅
、
ま
た
は
午
前
９
時
20
分
・

土
浦
合
同
庁
舎（
真
鍋
五
丁
目
17

‐
26
）

と
こ
ろ
／
産
業
技
術
総
合
研
究
所

サ
イ
エ
ン
ス
・
ス
ク
エ
ア 

つ
く
ば
、

積
水
ハ
ウ
ス
㈱
関
東
工
場
な
ど

対　

象
／
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定　

員
／
40
人（
先
着
順
）

申
込
方
法
／
電
話
で

　
　

茨
城
県
科
学
技
術
振
興
財
団

（

８
６
３
・
６
８
６
８
）

　

市
で
は
、
災
害
が
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
る
と
き
や
災
害
時
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
へ
適
切
な
情
報
を
早

く
正
確
に
伝
え
る
た
め
、
防
災
行

政
無
線
を
整
備
中
で
す
。

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
の
運
用
開

始
に
伴
い
、
試
験
放
送
を
行
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

と　

き
／
３
月
９
日

～
11
日


午
後
５
時
か
ら
１
分
間
程
度

放
送
内
容
／『
こ
ち
ら
は
防
災
土

浦
で
す
。
た
だ
い
ま
防
災
無
線
放

送
の
試
験
中
で
す
。
こ
ち
ら
は
防

災
土
浦
で
す
。
た
だ
い
ま
防
災
無

線
放
送
の
試
験
中
で
す
。
こ
れ
で

障
害
者
の
働
く
場
に
対
す
る
発

注
促
進
税
制
を
ご
存
知
で
す
か

平
成
22
年
度
第
２
回
土
浦
市

バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
協
議
会

土
浦
小
学
校
校
舎
及
び
屋
内

運
動
場
改
築
検
討
委
員
会

茨
城
県
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

パ
ー
ク
子
ど
も
見
学
会

労
働
問
題
相
談
会

防
災
行
政
無
線
の

試
験
放
送

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
h
a
r
n
e
s
s
.
j
p
/

k
y
odo

/

）
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

茨
城
県
共
同
受
発
注
セ
ン
タ
ー

（

０
２
９
・
２
４
４
・
７
４
６
１
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
ま
す


土
浦
市
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の

埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

市
で
は
、
土
地
の
埋
立
て
な
ど

の
適
正
化
を
推
進
す
る
た
め
、
条

例
の
一
部
改
正
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
そ
の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

公
表
方
法
／
環
境
保
全
課
、
情
報

公
開
室
、
各
支
所
・
出
張
所
、
各

地
区
公
民
館
で
の
閲
覧
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

意
見
を
提
出
で
き
る
方
／
市
内
に

居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い

る
方
、
ま
た
は
市
内
に
事
務
所
な

ど
が
あ
る
個
人
・
法
人
・
そ
の
ほ

か
の
団
体
の
方

提
出
方
法
／
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル（
氏
名（
名
称
）、
住
所
、

連
絡
先
を
記
入
）ま
た
は
直
接

提
出
期
間
／
３
月
１
日

～
25
日

（
必
着
）

　
　

環
境
保
全
課（

内
線
２
４

４
９
、

８
２
６
・
１
０
６
４

　

k-kasumi@city.tsuchiura.

lg.jp

）

申
問

試
験
放
送
を
終
わ
り
ま
す
』

　

総
務
課
（

内
線
２
２
９
２
）

　

学
務
課（

内
線
５
１
１
１
）

と
こ
ろ
／
ワ
ー
ク
ヒ
ル
土
浦

対
象
者
／
中
小
企
業
で
働
く
勤
労

者
と
そ
の
家
族

申
込
方
法
／
電
話
で

※
事
前
に
相
談
内
容
を
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

土
浦
市
中
小
企
業
労
働
者
共

済
会
事
務
局
（
商
工
観
光
課
内　


内
線
７
６
０
４
）

問

問

問 問
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　１月７日、天板に茨城県産材を使用した児童生徒

用机155台を、市内の小・中学校に配布しました。

　配布した机は、損傷などがあった天板部分のみを

間伐材を使用したものに交換した再利用品で、資源

を有効利用しています。

　なお、県産の間伐材を使用することで、県で実施

している森林湖沼環境税を活用した「いばらき木づ

かい整備事業」が利用でき、交換に必要な経費など

の補助を受けることができました。

学務課（内線5107）

　いばらきのイメージアップや地域の元気につな

がるさまざまな取り組みに贈られる「いばらきイ

メージアップ大賞」の奨励賞に、かすみがうらマラ

ソン兼国際盲人マラソンかすみがうら大会が選ば

れました。県内外から２万人を超えるランナーを集

める大会であり、「環境と福祉」をテーマに参加者に

意識の啓発を行っていることが評価されました。

　詳しくは、いばらき地域づくりネットホームペー

ジ（http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/kikaku/

chikei/chikeitop.htm）をご覧ください。

小・中学校の机の天板に
県産材を使用しました

いばらきイメージアップ大賞に
かすみがうらマラソンが選ばれました

問

申
問

と　

き
／


１
次
試
験
…
６
月
12
日
　


２
次
試
験（
合
格
者
の
み
）…
７

月
20
日

、
21
日

の
う
ち
１
日

試
験
区
分
／
労
働
基
準
監
督
Ａ

（
法
文
系
）
・
Ｂ（
理
工
系
）

受
験
資
格
／


昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
平
成
24
年
３
月
ま

で
に
大
学
を
卒
業
見
込
み
の
方
、

　

茨
城
大
学
で
は
、
４
月
か
ら
開

講
す
る
社
会
人
向
け
の
公
開
講
座

や
、
学
生
向
け
の
正
規
授
業
に
社

会
人
が
参
加
で
き
る
公
開
授
業
の

受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
茨
城
大
学
生
涯
学

習
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://shougai.admb.

ibaraki.ac.jp/

）
を
ご
覧
に
な
る

か
、
電
話
や
フ
ァ
ク
ス
な
ど
で
資

料
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い

　

茨
城
大
学
生
涯
学
習
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー（

０
２
９
・
２
２
８
・

８
４
１
３　


０
２
９
・
２
２
８
・

８
４
９
５
）

　

平
成
24
年
歌
会
始
の
お
題
は

「
岸き

し

」
で
す
。「
海
岸
」、「
川
岸
」
の

よ
う
に「
岸
」の
文
字
が
入
っ
て
い

る
熟
語
を
使
用
し
て
も
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
。

詠
進
要
領
／


お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短

歌
で
一
人
一
首
と
し
、
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。 


書
式
は
、
習
字
用
の
半
紙
を
横

長
に
し
、右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、

左
半
分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電

話
番
号
、
氏
名（
本
名
、
ふ
り
が

な
つ
き
）、
生
年
月
日
、
職
業
を

縦
書
き
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
無
職
の
方
で
、
以
前
に
職

業
に
就
い
た
こ
と
が
あ
る
場
合

は
、
な
る
べ
く
元
の
職
業
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。
主
婦
の
方
は
、
単

に「
主
婦
」と
書
い
て
も
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
。 


記
載
事
項
は
す
べ
て
毛
筆
で
自

書
し
て
く
だ
さ
い
。 


病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め

毛
筆
で
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
方
は
、
次
の
方
法
で
詠
進
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

①
代
筆（
墨
書
。
代
筆
の
理
由
、

代
筆
者
の
住
所
と
氏
名
を
書
い
た

別
紙
を
添
付
） 

②
本
人
が
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン

平
成
23
年
度
労
働
基
準

監
督
官
採
用
試
験

茨
城
大
学

公
開
講
座
・
公
開
授
業

平
成
24
年
歌
会
始
の
お
題
と

詠
進
歌
の
詠
進
に
つ
い
て

な
ど
を
使
用
し
て
印
字（
機
器
を

使
用
し
た
理
由
を
書
い
た
別
紙
を

添
付
） 

③
点
字（
視
覚
障
害
の
方
） 

詠
進
の
期
間
／
９
月
30
日

ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

詠
進
の
方
法
／
郵
送
で
（
封
筒
に

「
詠
進
歌
」と
標
記
）

※
詳
し
く
は
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://www.kunaicho.

go.jp/

）
を
ご
覧
に
な
る
か
、
９

月
20
日

ま
で
に
宮
内
庁
式
部
職

へ
、
返
信
用
切
手
を
は
っ
た
封
筒

を
添
え
て
郵
送
で（
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
記
入
）
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

宮
内
庁（
〒
１
０
０
‐
８
１

１
１　

宮
内
庁
）

ま
た
は
人
事
院
が
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
た
方

受
付
期
間
／
４
月
１
日

～
14
日

（
当
日
消
印
有
効
）

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

茨
城
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.ibarakiroudoukyoku.

go.jp/

）を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

茨
城
労
働
局
総
務
課（

０
２

９
・
２
２
４
・
６
２
１
１
）

問 問


